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ブ ラ イ ト ン植物保護会議に出席 し て
も り

]A 全農農業技術セ ン タ ー 森 雄
ぞう

プ ラ イ ト ン植物保護会議が， 1994 年 1 1 月 21 日 �24 日

に わ た っ て イ ギ リ ス の プ ラ イ ト ン で開催 さ れた。 こ の会

議 は 英国植物保護学会主 催 で毎年実施 さ れ て い る も の

で， 今 回 は 「害虫 お よ び病害」 が テ ー マ であ っ た。 参加

者 は参加登録者が 1 ， 600 名弱であ っ た が， 実際は こ れを

は る か に 超 え て い る も の と 思わ れた 。 発表 は 209 題 ( 口

答発表 90 題， ポ ス タ ー発表 1 1 9 題) で， 環境， IPM， 抵
抗性 ・ 耐性関係の発表が数多 く 行わ れ， こ れ ら テ ー マ に
関す る 関心 の 高 さ が う か が え た 。 新規化合物 は CGA-

59205， Y I -5301 ，  NC-196， SZI- 1 2 1 ，  CGA-2 1 94 1 7， 

KTU-3616， NKI-42650 の 7 化合物の 発表 が行わ れた。

I 発表項 目 について

Session 1 ( 1 題)

The Twenty-First Bawden Lecture 

Session 2 (8 題)

New Compounds， Formulations and Uses一Insec­

ticides 

Session 3 A (4 題)

Pesticide Residues-Concern or Complacency ? 

Session 3 B (4 題)

Integrated Pest and Disease Manag巴ment-Theory

and Practice 

Session 3 C (5 題)

Plant Hea1th and International Trade 

Session 3 D (24 題)

Advances in Arable Crop Protection 

Session 4 A (4 題)
Pest and Disease Management in  Potatoes 

Session 4 B (4 題)

Modern Approaches to Toxicity Testing 

Session 4 C ( 15 題)

Pest and Disease Resistance to Agrochemicals 

Session 5 A (7 題)

New Compounds， Formulations and Uses-Fung­

icides 

Session 5 B (4 題)

An Inpression on ßRIGl-lTON CROP PROTECTION 
CONFERENCE Pests and Diseases-1994 at ßrighton， Eng-

lancJ. ßy Yuzo MOlll 

The Biology and Control of Mites 

Session 6 A (4 題)

Recent Developments in the Use of Biological Cont­

rol Agents Against Pests 

Session 6 B (5 題)

Fate and Effects of Pesticides-Assessing Environ­

mental Impact and Managing Risk 

Session 6 C (5 題)

Rationa lising Fungicic1e Use on Cereals 

Session 6 D ( J  9 題)

Ac1vances in Horticultural Crop Protection 

Session 7 A (4 題)
Problems of Pesticic1e Avai labi l i ty for  Minor Crops 

Session 7 B (5 題)
Benefits anc1 Implications of Pesticic1e Use on Ame­

nity Grasslanc1 

Session 7 C (6 題)

Management of Mites， Plant Parasit ic Nematoc1es 

anc1 Pathogenic  Viruses 

Session 7 D ( 1 1 題)

Postgrac1uate Student Posters 

Session 8 A (4 題)

Sustaining the Effectiveness of P巴sticides anc1 Host 

Plant Resistance 

Session 8 B (5 題)

Ac1vances in Pesticic1e Technology 

Session 8 C (5 題)
Ac1vances in  th巴 Control of Public Health Pests 

Session 8 D (27 題)

Biological Control anc1 Integrated Crop Management 

Session 9 A (4 題)
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Developments in Pheromones and Other Semioche- 日 産

micals Nじ 196

Session 9 B (4 題)

Biological Control of Plant Pathogens : Pre- and 

Post- Harvest 

Session 9 C ( 17 題)

The Assessment and Interpretation of The Fate and 

Effects of Pesticides in The Environment 

Session 10 (4 題)

International Harmonisation in Pesticide Registra­

tion and Legislation 

E 新規化合物 に つ い て

チ パ ガ イ ギー
CGA・59205

CYひ へ-
く戸

L JH 剤 (変態阻害剤)

2 _ 対象害虫 ; 鱗麹 白 書虫， カ イ ガ ラ ム シ類

3 . 適用作物 ; リ ン ゴ， ナ シ， カ ン キ ツ な ど果樹

4 . ほ乳動物 と の選択性が高 い

八洲 ・ 全長

YI-5301 

母く〉と}C ( Cぬ )

。〈iiod
L JH 剤 (変態阻害剤)

2 . 対象害虫 : ト ピ イ ロ ウ ン カ

3 . 殺卵活性 も 示す

4 . 浸透移行性が高 い

5 . ほ 乳動物 と の選択性が高 い

CillNOIN社

SZI- 121 

。ィ:;:市
L テ ト ラ ジ ン 系殺 ダニ剤

2 . 卵 に 活性 を 示 す (成虫 に は活性 を 示 さ な い )

3 .  Panonychus， Tetranychus に 有効

チパガイ ギー
CGA.・219417

。ペ
L ピ リ ミ ジ ン ア ミ ン 系殺菌剤

2 . メ チ オ ニ ン 生合成阻害

205 

L オ キ サ ゾ リ ン 系殺ダニ剤
3 . 広範な適用 ( う ど ん こ ， 灰色かび， ア ル タ ナ リ ア 病

害 な ど)
2 . 卵， 幼虫， 若虫 に活性 を 示 す (成虫 に は活性 を 示 さ

な い)

3 . 脱皮阻害作用

4 . ア プ ラ ム シ類 に 対 し 高 い活性

5 .  Panonychus， Tetranychus に 有効
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日 本バイ エル
KTU-3616 

AcJCcl 
1 . い も ち 剤

2 . メ ラ ニ ン合成匝害

3 . 残効が長い

(31 ペ ー ジ よ り 続 く )

科長 (馬鈴薯病害指定試験地主任) に
(3 月 31 日 付)
杉山 浩氏 (農研セ ン タ ー耕地利用部除草剤研究室長)

は退職
園安克人氏 (農研セ ン タ ー病害虫防除部土壌病害研究室

長) は退職
片桐政子氏 (農環研資材動態部主任研究官 (農薬動態科

薬剤耐性研究室) ) は退職
成津信吉氏 (野菜 ・ 茶試茶栽培部病害研究室長) は退職
(4 月 1 日 付)
川 瀬章夫氏 (種苗管理セ ン タ ー八岳農場原種部) は九州

農業試験場地域基盤研究部 (微生物制御研究室) に
塚本貴敬氏 (横浜植物防疫所調査研究部病菌課) は 蚕

糸 ・ 昆虫農業技術研究所生産技術部 (桑病害研究室)

水野明文氏 (農環研環境生物部 (微生物管理科微生物特
性 ・ 分類研究室) ) は横浜植物防疫所調査研究部病菌課に

(4 月 1 日 付選考採用)
吉田信代氏 (新技術事業団科学技術特別研究員) は東北

農業試験場畜産部主任研究官 (家畜害虫研究室) に
0農蚕園芸局 (4 月 1 日 付)
西尾 健氏 (植物防疫課課長補佐 (総括及 び防除班担

当 ) ) は植物防疫課国際検疫調整官 に
長谷川裕氏 (大臣官房企画室室長補佐 (技術調整) ) は植

物防疫課課長補佐 (総括及び防除班担当 ) に
松浦克浩氏 (植物防疫課課長補佐 (農業航空班担当) ) は

植物防疫課課長補佐 (農薬第一班担当 ) に
神井弘之氏 (植物防疫課) は総務課総括班法令係長 に
堀田公生氏 (横浜植物防疫所調査研究部企画調整課) は

植物防疫課検疫第一班輸入検疫係長 に
山 田洋一氏 (農産課農業改良資金班資金係長) は植物防

疫課農薬第一班企画調査係長 に
鈴木 修氏 (農薬検査所検査第一部技術調査課資材調査

係長兼植物防疫課) は植物防疫課農薬第一班安全指導
係長 に (免 植物防疫課併任)

高橋孝雄氏 (企画課企画官兼普及教育課) は植物防疫課

Plant Protecti on Insti tute， Hungarian 
Acade皿y of 5ci ence 

NKI・42650

S〉-s

\ /5大
2 γ  

1 .  ETU を{乍 ら な い ジ チ オ カ ー パ メ ー ト 剤

>=0 

2 . 鉄， 銅， 亜鉛， マ ン ガ ン の順に効果が高 い

併任 に (免 普反教育課併任)
庄司裕宇氏 (総務課兼経済局国際部国際企画課) は植物

防疫課併任 に
入江真理氏 (農薬検査所検査第二部農薬残留検査課) は

植物防疫課併任 に
福岡幸子氏 (採用) は 農薬検査所検査第一部技術調査課

(植物防疫課併任) に
佐藤 雅氏 (採用) は横浜植物防疫所業務部国際第一課

(植物防疫課併任) に
古茶武男氏 (植物防疫課国際検疫調整官) は横浜植物防

疫所業務部長 に
川 口 嘉久氏 (植物防疫課課長補佐 (農薬第一班担当 ) 兼

農林水産技術会議事務局バ イ オ テ ク ノ ロ ジ 一課) は 大
臣官房企画室室長補佐 (技術調整) に

奥富一夫氏 (普及教育課課長補佐 (経営指導班担 当 ) ) は
農薬検査所検査第一部企画調整課長 に

田 中安彦氏 (植物防疫課検疫第一班輸入検疫係長) は横
浜植物防疫所調査研究部企画調整課企画係長に

木下光明氏 (植物防疫課農薬第一班企画調査係長) は 大
臣官房出 向 (総務課環境企画班環境企画係長) に

康瀬欣也氏 (植物防疫課) は 農薬検査所検査第一部技術
調査課 に

佐藤京子氏 (農薬検査所検査第二部農薬残留検査課兼植
物防疫課) は免植物防疫課併任

小林正寿氏 (横浜植物防疫所業務部国際第一課兼植物防
疫課) は免 植物防疫課併任

0農薬検査所 (4 月 1 日 付)
岩本紀代史氏 (生物系特定産業技術研究推進機構総務部

経理課長) は総務課長 に
奥富一夫氏 (農蚕園芸局普及教育課課長補佐 (経営指導

班担当 ) ) は検査第一部企画調整課長 に
永吉秀光氏 (近畿農政局生産流通部農産普及課課長補佐

(土壌) は 農薬審査官 に
山 内淳司氏 (検査第一部企画調整課長) は横浜植物防疫

所成田支所旅客第二課長 に
小田雅庸氏 (検査第一部長) は退職
川上雅弘氏 (総務課長) は退職
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